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福庭･清谷・長瀬の風景 

 
中電反射板前にて（背景は大瀬、山田） 

 
不動滝までもう少し 

 
下りは慎重に 

 
牧の収穫祭（もち、猪肉など） 

晴天に恵まれた賀茂地区秋の大感謝祭（10 月 29 日開催） 
秋の感謝祭第 1部紅葉トレッキングでは、約 20 名の参加で三角点をめざして登りました。不

動滝を登り、進藤ヶ池山（一等三角点）へ到着。その後、中国電力の反射板のところまで歩き、

記念撮影を撮りました。きのこのシーズン真っただ中ですので、登る道中、みなさんがきょろ

きょろと、きのこを探しましたが、なにぶんにも雨が少ないことが祟っているのでしょう。全

くきのこの姿を見ることができませんでした。少し残念な３時間のトレッキングでした。 

第２部牧の収穫祭では、竹とんぼで遊ぶ子どもたち、そのそばでは餅つきをする男の人たち、

芋煮の準備で忙しく働く女の人たち、牧のみなさんが大勢集まり賑やかでした。トレッキング

に参加された皆さんも収穫祭に加わり、牧の皆さんといっしょにおにぎり、猪の煮物、シジミ

汁、芋のてんぷら、きな粉もち、手作りコンニャクなど盛りだくさんのご馳走いただき、みん

なで秋の実りに感謝しました。第３部景観づくり講習会では、簡単な育て方とビオラの苗を配

り、ムラを花で飾ってもらうようお願いしました。大感謝祭は、来年３年目となりますが、賀

茂地区以外の人も参加してもらえるよういろいろ工夫したいものです。 

昼食のとき、赤松の方と話をしていて、聞いたことですが、久鳥に洞窟があ

って、水晶やこうもりを子どもの頃、採ったそうです。 

この洞窟は、その昔誰かは分からないのですが、石英の出る場所には、金や銀が取れるということで、

掘られたそうです。一攫千金を夢見た人の足跡と言えそうです。 

小耳にはさんだ話 

 
 

 

 

賀茂公民館の使用は、電話等で地域振興課(43－3515)に必ず申し込み、

鍵は当日、役場宿直室で借りてください。鍵の返却も当日宿直室へ。 

使用後は、きちんと片付け、ゴミの持ち帰りにもご協力ください。 

賀茂公民館の

使用について 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分たちの地域は自分たちで! 
１０月２３日（月）１８：３０から役場で賀茂地域協議会発起人会に

よる「地域協議会設立説明会」を開催しました。区長をはじめ各集落から２名以上の参加をい

ただき、地域協議会の趣旨、現在の発起人会で検討していること、設立総会を来年１月に開催

したいことなど発起人会が説明しました。参加者からは、「地域協議会の趣旨は理解できるが、

もう少し集落との協議が必要である」、「現在ある

４つの組織を１つにまとめ、実際に活動しながら、

肉付けをしていけばよい。とにかくスタートしな

ければならないだろう」、「集落の負担金はどうな

るのか？」「町が条例までつくってまで推進するメ

リットはなにか？」など活発に意見、質問が出さ

れました。 

今後、各集落で話し合ってもらい、11 月下旬あ

るいは12月上旬にもう一度区長のみなさんにお集

まりいただき、意見交換を行う予定です。 

なお、要請をいただければ集落説明会を開催し

ますので、地域振興課 賀茂地域担当 西田 

（43-3515）までご連絡ください。現在、鎌田、助谷の説明会を終え、さらに赤松で説明会を

開催する予定です。 

「人間関係が希薄になり、集落内の付き合いも疎遠になってきていることに危機感を覚え

る。何もしないところは取り残されてしまう。自分たちのムラを自分たちで守り、育てなけれ

ばならない時代。みんなが知恵を絞り、汗をかき、身銭を切ってでも、自分たちでやろうとす

ることが大切」と発起人会代表はじめ、発起人みなさんが強く感じているところです。 

第６弾 

賀茂の歴史を覗く!!! 
神社紹介第２弾、今回は「大畠神社」を覗いて

みましょう。どこにあるの？助谷の神社なのです

が、名前の由来は分かりません。ただ、小字が「大

畑ケ」ですから、小字に由来しているのかもしれ

ません。近世 東伯耆の神々」によると、祭神は綿

津見命で、「ﾜﾀﾂﾐ」は「海の神」の意味です。 

日本神話で最初に登場するﾜﾀﾂﾐの神は、大綿津

見神です。神産みの段でｲｻﾞﾅｷﾞ・ｲｻﾞﾅﾐの二神の間

に生まれ。この後、ｵｵﾜﾀﾂﾐという名前の神は神話

には登場せず、また、後にｲｻﾞﾅｷﾞはｽｻﾉｵに海を治

めるよう命じています。ｲｻﾞﾅｷﾞが黄泉から帰って

禊をした時に、底津綿津見神、中津綿津見神、上

津綿津見神の三神が生まれ、この三神を総称して

綿津見神と呼ばれています。 

なぜ助谷に海の神なのでしょう。不思議です。

江戸時代の記録（河村郡神社御改帳山中構）では、

本社は龍王権現、末社には、花宮、三宝荒神（出

口、上山）、山の神が祭られていたようです。 
【お詫びと訂正】村社と郷社のことを先回書きました

が、賀茂地区では森の賀茂神社だけが郷社です。今泉

神社は郷社ではなく村社です。訂正しお詫びします。

11･12 月のおもな行事予定 

11/3  9:00 三朝中文化祭 文化ホール 

11/5  9:00 町駅伝競走大会 陸上競技場 

11/9･10 学校開放の日 西小学校 

11/12 米子鳥取間駅伝  

11/19 9:45 町芸能文化祭 文化ホール 

11/22 13:00 西小まつり 西小学校 

12/6 10:00 消防の日 スポセン 

12/11 13:30 区長会 文化ホール 

12/23 9:00 かがやく子どもﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ  文化ホール 

資源ごみを出す際のお願い！ 
①新聞・チラシ  ②雑誌 

③ダンボールというように 

資源ごみは分かれています。 

資源ごみを取り残される原因は、次の場

合がほとんどです。

(1) 新聞・チラシと雑誌が分別されてい

ない。 

(2) ﾋﾞﾆｰﾙに入ったままの雑誌。 


